「ラザロと金持ち」　　ルカ16:19－31（聖句はⅠコリ9:26）　2010年7月25日
今日は、イエス様のたとえ話からの紙芝居です。
１．イスラエルの国に、ラザロさんという人がおりました。ラザロさんはお金のない、貧しい人でした。いつもボロボロの服を着て、食べる物にも困っていたのです。
ラザロ「私は今は超貧しい生活をしているが、神様はいつかきっと私を助けてくださる・・・」

２．いっぽう、その町には大金持ちも住んでおりました。

金持ち「うひゃうひゃうひゃひゃ～、今日もお金が儲かっちゃった！ わしは金さえあれば幸せじゃ。

なに？儲けた金を何に使うのかって？ そりゃ決まってるじゃないか、自分のためだけに使うんじゃ。なに？貧しい人たちを助けたらどうかって？ 冗談言ってもらっちゃ困るね。この金はわしだけのもの

なんじゃっ！」

３．金持ち「ラザロ、わしは今晩は寿司を食べるからのぉ、お前には魚の骨をやろう。どうだ、ありがたいだろう？ わしは優しくて、親切じゃろう？ うひゃひゃひゃひゃ～。」
４．金持ち「ラザロ、今日のわしのディナーはステーキじゃ。骨はうちのかわいいワンちゃんにあげようと思ったが、わしは優しくて親切だからのぉ、骨はおまえにやろう。どうじゃ、ありがたいだろう？ お前はもっとわしに感謝しなくてはならんぞ！ うひゃひゃひゃひゃ～。」
と、金持ちとラザロさんの関係は、ず～っとこんな感じでした。

でもラザロさんは、金持ちをうらんだり、文句を言ったり、そんなことは一切しませんでした。

ただひたすら、神様だけを見上げて生きていたのです。

５．ある朝のことです。ラザロさんは金持ちの家の前で息を引き取り、冷たくなっていました。そして不思議なことに、金持ちも息を引き取っていたのです。
６．生きている時にはつらいことばかりだったラザロさんですが、神様はラザロさんに天国をそなえてくださいました！ 
　　でも意地悪ばかりしていた金持ちは、天国のラザロさんをうらやましく見ていることしかできません･･･。

天使たち「ラザロさん、神様があなたに素晴らしい永遠の命を与えてくださいましたよ」

　その時、神様の優しい声が響いてきました。

かみさま「ラザロ、お前の人生にはつらいことが多かったね。でもお前は私を信じて、よく頑張ったね。

さあ、これからは私とず～っとず～っと一緒だよ。」

ラザロ　「神様ありがとうございます！ 私は幸せですっ！！」

７．「ですから私は、ゴールを目指して、わき目もふらずに、全力で走ります。 」Ⅰコリント
天国というゴールを目指して、神様から目を離さずに、これからも歩んでいこうね。

神様の喜ばれる生涯をおくりましょう。

おしまい。
